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第2回十条地区にぎわいづくり準備会議事概要 
開催日時 令和5年7月３日（月）午後8時30分〜午後22時0分 
開催場所 十条銀座商店街会館 2階 ホール 
出 席 者 ○十条地区にぎわいづくり準備会員 

・十条銀座商店街振興組合 
・いちょう通り十条駅西口商店会 
・十条仲通り商店会 
・十条中央商店街振興組合 
・十条駅西口地区市街地開発組合（以下、「再開発組合」とする） 

○事務局 
・北区 まちづくり推進課 
・石塚計画デザイン事務所（コーディネーター） 

議事次第 １．十条にぎわいづくり準備会開会 
２．事務局からの提案 
３．第1回準備会の振り返り 
４．意見交換 
５．次回の予定 

議事概要 
１ 十条にぎわいづくり準備会開会 

・参加した４商店街を代表して、十条銀座商店街振興組合より、次世代のまちづく
りとなるにぎわいづくりに向けて、商店街、再開発関係者及び区と協力しながら
取り組んでいきたいとの挨拶があった。 

 
２ 事務局からの提案 

・事務局（北区）より、以下のとおり「まるっとバル」への協力の提案に関する説
明があった。 

◇5商店街で実施している「まるっとバル」について、実行委員会から北区まち
づくり推進課に対し、十条のにぎわいづくりを目的としているイベントであ
ることから、区としてではなく、準備会としてまるっとバルへ協力してはど
うか、との協力依頼があった。 

◇協力内容の案として、まるっとバルで作成しているパンフレットの中でマッ
プを掲載し、写真を活用しながら地元の人が知っている十条の魅力を発信し
てはどうかと考えている。 

◇まるっとバルのパンフレットとの差別化を図るため、お店の紹介ではなく、
十条地区の名所等を紹介し、回遊性を高める仕組みにしたい。 
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◇オリエンテーリング要素として、再開発事業と連携し、工事現場ツアーなど
の企画ができないか調整を行いたい。 

・上記説明後、各商店街から賛同があり、まるっとバルへの協力を承諾した。 
・原稿作成のスケジュールとしては、事務局でマップの案を作成し、8月中旬までに

準備会を開催し、原稿の確認をしたいと考えている。 
・マップの案を作成するため、掲載するスポットの情報提供や写真の提供を商店街

の皆さんへ依頼した。 
 

３ 第1回準備会の振り返り 
・第1回目の振り返りとして、事務局（コーディネーター）より、意見交換で上がっ

たキーワードの紹介を行った。 
◇キーワード（抜粋） 
・既存のイベントや企業、他の団体等との交流 
・商店街同士のつながりをつくる、共存共栄を目指す 
・まちの回遊性を高める 
・商店街と再開発ビルの商業施設が連携しながらにぎわいを創出する 
・文化や歴史の継承 
・十条のまちを知ってもらう、好きになってもらう 
・継続的なにぎわいづくりを取り組む 
・まちの魅力や商店街について情報発信を行う 
 

４ 意見交換 
・第1回目の意見をもとにしながら、グランドオープンイベントの目的を整理しつ

つ、どのようなイベント・にぎわいを目指すのかについて意見交換を行った。 
◇共存共栄 
・商店街エリアの外側にもにぎわいが広がる 
・昔ながらのまちの魅力と再開発などの新しいまちの魅力が融合できると良い 
・商店街と再開発ビルをつなぐ役割（コーディネーター）があると良い 
◇まちに根づく 
・子どもたちにもっと目を向けたまちづくりにしたい 
・学生が多いエリアだが、魅力が伝わっていない可能性がある 
◇十条の魅力として路地がある 
・裏路地を歩き回ってもらえるようなにぎわいづくり 
・防災の観点から火事が起こると怖いため、防災面も検討が必要 
◇昭和レトロ 
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・観光客が多く回遊性はあるが、十条で買い物してくれる人が少ない 
・各商店街で買ってもらえる工夫があると良い 
・商業施設ができると新しい人の流れはできる 
◇魅力の発信をする 
・未来の魅力を発信していく 
◇商店街を継続する 
・シャッターが閉まっている店舗が増えているが、商店街を維持していきたい 
・住宅と店舗が一体になっている課題がある 
・空き家対策として、若い人にもお店を開けてもらえると良い 
 
◇取組の案 
実現可能性に関して意識せず、どんなイベントがあると盛り上がるかについて、
自由にアイデア出しを行った。 
・再開発ビルの高さを活かすイベントがあると良い 
 例）ビアガーデンや屋上開放など 
・渋谷の交差点カメラのように、十条のまちを上から定点観測している 
・屋上まで階段で上がることができる 
 例）アベノハルカス、サンシャインなど 
・公益施設と広場を活用したものができると良い 
・再開発ビルに入る店舗にもアイデアを出してもらえると良い 
 
（質問） 
・プレイベント、グランドオープンイベントのそれぞれで活用できるスペース

がわかると検討が行いやすい 
→最新の情報を確認したのち、次回の準備会で提示する 

 
５ 次回の予定 

・（次回）第２回十条地区にぎわいづくり準備会については、以下のとおり。 
日時：令和５年8月10日（木）20:30〜 
場所：十条銀座商店街振興組合 2階ホール 
内容：グランドオープンイベントの目的や取組についての意見交換を行う。 

 
以上 

 


